
会議議事録 

 

会 議 名 2018年度 第 2回学校関係者評価委員会 

開 催 日 時  2019年 1月 19日（土） 10 時 30分～12 時 00分 

会 場 彰栄保育福祉専門学校本館 会議室 

参 加 者 

外 部 

委 員 

児島 康夫 川越キングス・ガーデン 理事 

山本 慎介 わかたけかなえ保育園  園長 

鈴木 一伸 二ツ橋あいりん幼稚園 副園長 

阿川 裕孝 小・中学校校長 OB 

津村 利治 彰栄学園評議員 彰栄幼稚園園長 卒業生 

内 部 

委 員 

鈴木 康洋、加藤 啓、桐原 明子、 

櫻岡 八千代、伊藤 智行、根本 亮 

欠席者 なし 

配 布 資 料  ・平成 29年度 自己点検・自己評価報告書（案） 

会議録 

1．校内委員の変更について（根本） 

・学内の人事異動等の説明があり、新たな校内委員の鈴木康洋、櫻岡

より挨拶があった。 

 

2．平成 29年度自己点検・自己評価について（伊藤） 

 ・配布資料に基づき、昨年度からの変更点が説明された。 

 

委員からの意見 

・退学率の減少の要因について学生カウンセラー以外に考えられるこ

とはないのか（児島） 

【回答】教員にも学生の情報が共有できるよう、保育科ミーティングに

学生カウンセラーも参加してもらい情報を共有している。ま

た、実習についての悩みが多いとのことから実習担当の教員の

研究室を同じ棟にまとめ学生が相談しやすいように配慮して

いる。また、教員によってカウンセラーを学生に勧める程度が

異なることが課題（桐原） 

 

 ・実習についての不安とのことだが、実習指導をする側は、実習指導

の方法をアップデートする機会がない。人手不足の現在ならば、実

習先に指導について要望を出すことができるのではないか。（山本） 

  

 ・退学者については、社会問題でもあると思う。近年、幼稚園に教育

実習に来る学生はメンタル面で問題を抱えている学生が多い。その



中でも彰栄保育福祉専門学校から来る学生は質が良いと思っている

が、実習生のメンタル面については、実習先にもしっかりと伝える

必要があると思う。（鈴木一伸） 

  

 ・退学者が 1クラスからまとまって出ていると聞いたが、教員の中

に指導に問題があるものがいるのではないか。（阿川） 

【回答】FD（ファカルティ・ディベロップメント）は、大学では近年

行われているが、専門学校では遅れているのは事実。これから検討

していく必要がある。（加藤） 

 

 ・実習で躓くということがあるが、観察実習に来ている学生を見る

と子どもと触れ合う際に気をつけることが多すぎて実習に行くこ

とに不安を持っている学生がいるのではないかと感じる。子どもと

触れ合うということは楽しいということを伝えられるような機会

を増やす必要があるのではないか。（津村） 

 

 ・入学前講習は、保育科のみとなっているが介護は今後実施する予

定はあるのか。 

【回答】介護福祉科は、平成３１年度入学生をもって募集停止になる

予定のためその予定は事実上ない。（櫻岡） 

 

・学生減少について具体的な対策などの説明がほしい。（児島） 

【回答】現在、学生募集の在り方についてプロジェクトチームを設置

し対策について検討している段階（鈴木康洋） 

・財政の状況が教職員、学生に影響を与えないように注意してほしい

（児島） 

  

 ・今回、ご指摘頂いた部分について修正の検討を行い完成次第委員

の皆様の手元にお届けする（伊藤） 

 

3．その他（根本） 

・次回の学校関係者評価委員会の日程について確認した。 

第 3回学校関係者評価委員会：2019年 3 月 9日（土）午前 

 

 


